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ツガシン cmc-Aの合成研究 

 Synthetic studies of Thuggacin cmc-A 
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目的：ツガシン cmc-A(1)は多剤耐性を獲得した結核菌に対し強力

な呼吸鎖阻害活性を有するマクロリド抗生物質である 1)。既に

Kirschning ら 2)や柴崎ら 3)によりツガシン A 及び B の全合成が達

成されているが、本天然物は平面構造が明らかになっているのみ

で相対及び絶対配置は未決定である。我々は 1の立体化学がツガ

シンA~Cと同様であると仮定し、立体構造の確認と合成法の確立を目的に 1の合成に着手した。 

結果：L-リンゴ酸から 11 工程で得られるカルボン酸 2 と、L-システイン誘導体 3 とのカップリ

ングを経て C1-C12 フラグメント 4を合成した。一方、S-ヒドロキシイソ酪酸メチルから 12工程

で得られるビニルヨージド 5 とボロン酸 6 との鈴木-宮浦カップリングを経て、C13-C25 フラグ

メント 7を合成した。さらにフラグメント 4及び 7を連結して 8を合成し、マクロラクトン化を

経てツガシン cmc-A の保護体 9の合成に成功した。 
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